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おらほの
林業人

5月20日開催された「JTの森鶴岡2023森林保全活動」

佐

　藤

　瑠

　哉

（
鶴
岡
市
千
石
町
）

　
私
は
、
学
生
生
活
で
環
境
、
生
物
科
目
を
専
攻
し
将
来

は
自
然
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
森
林
組
合
に
就

職
を
決
め
ま
し
た
。
林
業
は
人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
と
て
も
重
要
な
職
業
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

林
業
と
い
う
職
業
に
誇
り
を
持
っ
て
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
で
き
る
仕
事
を
少
し
ず
つ
着
実
に
こ
な
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

労働安全大会の開催・`JTの森鶴岡'森林保全活動
庄内農業高校職業説明会

地域座談会におけるアンケート調査結果
お知らせ（名義変更・賦課金・お盆休み・伐採・山林異動届他）

木材市況
新採従業員の紹介・おらほの林業人

6

7
 

8
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5

新
採
従
業
員
の
紹
介

けん　　　  ご

り
ゅ
う

　
　
　や

令和５年度　山形県森連木材流通センター　５月市況令和５年度　山形県森連木材流通センター　５月市況
単位　円／㎥

天　　　　　童木材流通センター
市　　　　日

市　　　　日

4.00
〃
〃
〃
〃
3.65
〃
3.00
〃

36上
30上
20上
14～18
13下
20上
14～18
20上
14～18

－
－
15,840
15,120

－

16,920
－
15,480
14,400

15,840

11,100
－
10,440
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－
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－
－
15,300
－
15,300
13,680

16,920
14,400
14,400
13,680
10,440
14,400
13,320
14,400
13,320
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－
11,320
10,080
－
12,780
11,880
10,080
10,500

△
○
●
●
○
●
●
●
●

選木●

○
○

○

選木
長級（ｍ）

スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

樹種 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比
第　299　回　5　月　18  日第　1320　回　5　月　10  日

第　 　回　   月　   日第　1321　回　5　月　25  日
樹種
スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4.00
〃
〃
〃
〃
3.65
〃
3.00
〃

36上
30上
20上
14～18
13下
20上
14～18
20上
14～18

66,500
－
17,820
－
－

16,380

17,280
17,280
15,480
14,400
－

16,200

9,000
16,560
13,000
12,960
－

9,000

△
○
○
○

△

選木
長級（ｍ） 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比

備考

備考

高値 中値 安値 前回比

高値 中値 安値 前回比

備考

備考

庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　158㎥　買方　6人 販売量　989㎥　買方　11人

概　　　　要 販売量　598㎥　買方　22人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要） 天童共販所
　5/25に春季優良原木市を開催致しました。選木材を
約200本取り揃え、県内外から多数の入札の元ほぼ完
売となりました。
　中でも120年生、200年生の優良材には応札が集中し
60,000円／㎥を超える高額落札となった。
　一般材においても、4.00m、3.00m材共に良材を多数
取り揃え、中目～尺上材に幅広く応札がありました。
　これからは虫害が目立つ時期となりますので、ご出
荷の際は早めの運搬をよろしくお願い致します。

（市況概要） 庄内共販所
　5/18に春季優良原木市を開催致しました。
　高齢級材のスギを中心とした出材があり、出荷数量
は例年に比べ定尺一般材は減少しました。
　県内の買い方を中心に応札はあるものの、80年～
100年の選木材は堅調な荷動きに留まり、一般材は全
体的に引合いが非常に鈍く、販売量・価格ともに伸び
悩む状況となりました。
　3.00mの24㎝～34㎝が不足しております。
　出荷のご協力をお願いします。

Vol.
15

伊 藤 健 吾
（鶴岡市長崎）

34歳（林業歴 11年）
●今後の目標
　組合に入って5年になります。これからも豊かな
森林を次の世代に託せるよう良い森づくりを心掛け
ていきますのでよろしくお願いします。
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昨
年
の
経
済
情
勢
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
７
派
の
襲

来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
及
び
円
安
に
よ
る
物
価
の
高
騰

な
ど
不
安
定
要
素
が
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
低
年
齢
へ
の
拡
大
や
国
に
よ
る
観
光
産

業
支
援
等
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
心
に
緩
や
か
な

回
復
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
五
月
に

開
催
し
た
第
二
十
六
回
通
常
総
代
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
未
だ
収
束
し
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
委

任
出
席
を
含
め
多
く
の
総
代
の
皆
様
か
ら
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
八
月
に
東
北
、
北
陸
を
中

心
に
降
っ
た
大
雨
に
よ
り
県
内
で
も
内
陸
部
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
受
け
国
の
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
晦
日
に
鶴
岡
市
西
目

地
区
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く
の
方
が
被
災

し
、
そ
の
内
二
名
の
方
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た

皆
様
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
、
一
昨
年
の
「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
一
時
的
に
は
木
材
価
格
が
高
騰
し

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
と
と
も
に
徐
々
に

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中
期
経
営
計
画
及

び
組
合
系
統
運
動
（
R
3
〜
R
7
）
の
二
年
目
と
し
て

総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
各
部
門
の

取
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
森
林
整
備
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
策
定

し
た
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
鶴
岡
市
藤
沢
団
地
、

大
坂
天
狗
森
団
地
、
庄
内
町
楯
山
団
地
等
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
搬
出
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肝
煎
及
び
天
狗
森
国
有
林
に
お
い
て
伐
採
跡
地

の
地
拵
え
及
び
ス
ギ
の
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

庄
内
海
岸
林
を
中
心
に
国
、
県
、
市
が
発
注
す
る
松
く

い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
指
導
部
門
で
は
、
組
合
員
一
日
研
修
が
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
三
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
域
座
談
会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
に
は
組
合
合
併
二
十
五
周

年
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
羽
黒
高
等
学
校
が
十
月
に
開
催
し
た
森
林
保

全
活
動
の
事
前
準
備
作
業
や
安
全
指
導
を
行
う
な
ど
、

森
林
環
境
教
育
へ
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
場
作
業
に
従
事
す
る
作
業
技
術
員
の
給

与
を
日
給
制
か
ら
月
給
制
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
個

別
面
談
会
を
実
施
し
て
就
労
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
以
上
の
取
組
み
の
結
果
、
本
年
度
決
算
は
、
事
業
総

収
益
四
二
六
、一
六
六
千
円
、
計
画
対
比
96
・
5
％
、
総

費
用
三
五
一
、
六
三
八
千
円
、
計
画
対
比
97
・
8
％
、

事
業
総
利
益
七
四
、五
二
八
千
円
、
計
画
対
比
90
・
8
％
、

当
期
剰
余
金
一
〇
、
〇
五
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
期
剰
余
金
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
諸

経
費
が
上
昇
す
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、組
合
員
は
じ
め
、国
、県
、市
、町
、

関
係
機
関
団
体
の
ご
支
援
、
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰

が
続
き
経
済
活
動
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
組
合
の
経
営
理
念
及
び

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益

性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　５月26日に出羽庄内国際村において第27回通常総代会を開催しました。今回は新型コロナウイルス感染
症が５類に移行して初めての総代会となり、委任状、書面決議を含め151名の総代から出席いただきました。
　山本組合長の挨拶の後、来賓者を代表して鶴岡市長、庄内町農林課長、庄内森林管理署長、庄内総合支
庁森林整備課長よりご祝辞を頂戴しました。
　議長は、羽黒地区の佐藤廣昭氏を選任し、上程された11議案について審議を行いましたが、全議案とも
原案のとおり承認されました。決議された議案は次のとおりです。

  

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

 

第
二
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

 

第
三
号
議
案

　令
和
五
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決
定

の
件

 

第
四
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸

付
金
最
高
限
度
決
定
の
件

 
第
五
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
債

務
保
証
最
高
限
度
並
び
に
組
合
員
債
務

保
障
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
六
号
議
案

　令
和
五
年
度
貸
付
金
の
利
率
最
高
限

度
決
定
の
件 

 

第
七
号
議
案

　令
和
五
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の

件

 

第
八
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
般
賦
課
金
の
徴
収
方

法
並
び
に
徴
収
期
日
決
定
の
件

 

第
九
号
議
案

　令
和
五
年
度
認
証
各
種
証
明
料
及
び

手
数
料
決
定
の
件

 

第
一
〇
号
議
案

　令
和
五
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

 

第
一
一
号
議
案

　役
員
退
任
慰
労
金
支
給
の
件

通 常 総 代 会

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅰ　事業総損益
　　  1.  収益
　　  2.  費用
　　  事業総利益
Ⅱ　事業管理費
　　  1.  人件費
　　  2.  旅費・交通費
　　  3.  事務費
　　  4.  業務費
　　  5.  諸税負担金
　　  6.  施設費
　　  7.  雑費
　　  事業管理費計
　　  事業利益
Ⅲ　事業外損益
　　  1.  事業外収益
　　  2.  事業外費用
　　  事業外損益
　　  経常利益

426,166,713
351,638 ,238

53,661 ,690
1,490 ,003
2,540 ,721

927,826
1,540 ,463
7,357 ,679
1,289 ,189

866,039
18,600

74,528 ,475

68,807 ,571
5,720 ,904

847,439
6,568 ,343

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅳ　特別損益
　　  1.  特別利益
　　  2.  特別損失
　　  特別損益
　　  税引前当期利益
　　  法人税、住民税及び事業税
　　  当期剰余金
　　  前期繰越剰余金
　　  当期未処分剰余金

3,951,611
1

3,951 ,610
10,519 ,953

463,000
10,056 ,953
4,569 ,470

14,626 ,423

部　　　門 収　　　益 費　　　用 事業総利益
指　　　　導
販　　　　売
加　　　　工
森 林 整 備

計

17,543,742
143,410 ,919

9,164 ,924
256,047 ,128
426,166 ,713

14,197 ,116
111,701 ,408

8,337 ,141
217,402 ,573
351,638 ,238

3,346 ,626
31,709 ,511

827,783
38,644 ,555
74,528 ,475

●令和4年度損益計算書（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

［部門別損益］

単位：円

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
資産の部

　流動資産
　固定資産
　　　有形固定資産
　　　無形固定資産
　　　　　外部出資
　　その他固定資産
　　    資　　　産　　　合　　　計

23,768 ,291
146,863

48,406 ,740
169,720

282,597 ,080

72,491 ,614
355,088 ,694

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
負債の部
　流動負債
　固定負債
　　　　退職給付引当金
　　役員退任慰労引当金
純資産の部

　　　　　出資金
　　　利益剰余金
　　　資本準備金
　   負 債 及 び 純 資 産 合 計

21,106 ,676
1,456 ,249

148,412 ,400
104,566 ,276

5,751 ,044

73,796 ,049

22,562 ,925

258,729 ,720
355,088 ,694

●貸借対照表（令和5年3月31日現在）

単位：円

総

括

事

項

第27回

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
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昨
年
の
経
済
情
勢
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
７
派
の
襲

来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
及
び
円
安
に
よ
る
物
価
の
高
騰

な
ど
不
安
定
要
素
が
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
低
年
齢
へ
の
拡
大
や
国
に
よ
る
観
光
産

業
支
援
等
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
心
に
緩
や
か
な

回
復
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
五
月
に

開
催
し
た
第
二
十
六
回
通
常
総
代
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
未
だ
収
束
し
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
委

任
出
席
を
含
め
多
く
の
総
代
の
皆
様
か
ら
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
八
月
に
東
北
、
北
陸
を
中

心
に
降
っ
た
大
雨
に
よ
り
県
内
で
も
内
陸
部
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
受
け
国
の
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
晦
日
に
鶴
岡
市
西
目

地
区
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く
の
方
が
被
災

し
、
そ
の
内
二
名
の
方
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ
た

皆
様
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
、
一
昨
年
の
「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
一
時
的
に
は
木
材
価
格
が
高
騰
し

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
と
と
も
に
徐
々
に

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中
期
経
営
計
画
及

び
組
合
系
統
運
動
（
R
3
〜
R
7
）
の
二
年
目
と
し
て

総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
各
部
門
の

取
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
森
林
整
備
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
策
定

し
た
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
鶴
岡
市
藤
沢
団
地
、

大
坂
天
狗
森
団
地
、
庄
内
町
楯
山
団
地
等
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
搬
出
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肝
煎
及
び
天
狗
森
国
有
林
に
お
い
て
伐
採
跡
地

の
地
拵
え
及
び
ス
ギ
の
植
林
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

庄
内
海
岸
林
を
中
心
に
国
、
県
、
市
が
発
注
す
る
松
く

い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
指
導
部
門
で
は
、
組
合
員
一
日
研
修
が
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
三
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
域
座
談
会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
に
は
組
合
合
併
二
十
五
周

年
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
羽
黒
高
等
学
校
が
十
月
に
開
催
し
た
森
林
保

全
活
動
の
事
前
準
備
作
業
や
安
全
指
導
を
行
う
な
ど
、

森
林
環
境
教
育
へ
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
場
作
業
に
従
事
す
る
作
業
技
術
員
の
給

与
を
日
給
制
か
ら
月
給
制
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
個

別
面
談
会
を
実
施
し
て
就
労
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
以
上
の
取
組
み
の
結
果
、
本
年
度
決
算
は
、
事
業
総

収
益
四
二
六
、一
六
六
千
円
、
計
画
対
比
96
・
5
％
、
総

費
用
三
五
一
、
六
三
八
千
円
、
計
画
対
比
97
・
8
％
、

事
業
総
利
益
七
四
、五
二
八
千
円
、
計
画
対
比
90
・
8
％
、

当
期
剰
余
金
一
〇
、
〇
五
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
期
剰
余
金
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
諸

経
費
が
上
昇
す
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、組
合
員
は
じ
め
、国
、県
、市
、町
、

関
係
機
関
団
体
の
ご
支
援
、
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰

が
続
き
経
済
活
動
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
組
合
の
経
営
理
念
及
び

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益

性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　５月26日に出羽庄内国際村において第27回通常総代会を開催しました。今回は新型コロナウイルス感染
症が５類に移行して初めての総代会となり、委任状、書面決議を含め151名の総代から出席いただきました。
　山本組合長の挨拶の後、来賓者を代表して鶴岡市長、庄内町農林課長、庄内森林管理署長、庄内総合支
庁森林整備課長よりご祝辞を頂戴しました。
　議長は、羽黒地区の佐藤廣昭氏を選任し、上程された11議案について審議を行いましたが、全議案とも
原案のとおり承認されました。決議された議案は次のとおりです。

  

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

 

第
二
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

 

第
三
号
議
案

　令
和
五
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決
定

の
件

 

第
四
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸

付
金
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
五
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
債

務
保
証
最
高
限
度
並
び
に
組
合
員
債
務

保
障
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
六
号
議
案

　令
和
五
年
度
貸
付
金
の
利
率
最
高
限

度
決
定
の
件 

 

第
七
号
議
案

　令
和
五
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の

件

 

第
八
号
議
案

　令
和
五
年
度
一
般
賦
課
金
の
徴
収
方

法
並
び
に
徴
収
期
日
決
定
の
件

 

第
九
号
議
案

　令
和
五
年
度
認
証
各
種
証
明
料
及
び

手
数
料
決
定
の
件

 

第
一
〇
号
議
案

　令
和
五
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

 

第
一
一
号
議
案

　役
員
退
任
慰
労
金
支
給
の
件

通 常 総 代 会

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅰ　事業総損益
　　  1.  収益
　　  2.  費用
　　  事業総利益
Ⅱ　事業管理費
　　  1.  人件費
　　  2.  旅費・交通費
　　  3.  事務費
　　  4.  業務費
　　  5.  諸税負担金
　　  6.  施設費
　　  7.  雑費
　　  事業管理費計
　　  事業利益
Ⅲ　事業外損益
　　  1.  事業外収益
　　  2.  事業外費用
　　  事業外損益
　　  経常利益

426,166,713
351,638 ,238

53,661 ,690
1,490 ,003
2,540 ,721

927,826
1,540 ,463
7,357 ,679
1,289 ,189

866,039
18,600

74,528 ,475

68,807 ,571
5,720 ,904

847,439
6,568 ,343

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅳ　特別損益
　　  1.  特別利益
　　  2.  特別損失
　　  特別損益
　　  税引前当期利益
　　  法人税、住民税及び事業税
　　  当期剰余金
　　  前期繰越剰余金
　　  当期未処分剰余金

3,951,611
1

3,951 ,610
10,519 ,953

463,000
10,056 ,953
4,569 ,470

14,626 ,423

部　　　門 収　　　益 費　　　用 事業総利益
指　　　　導
販　　　　売
加　　　　工
森 林 整 備

計

17,543,742
143,410 ,919

9,164 ,924
256,047 ,128
426,166 ,713

14,197 ,116
111,701 ,408

8,337 ,141
217,402 ,573
351,638 ,238

3,346 ,626
31,709 ,511

827,783
38,644 ,555
74,528 ,475

●令和4年度損益計算書（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

［部門別損益］

単位：円

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
資産の部

　流動資産
　固定資産
　　　有形固定資産
　　　無形固定資産
　　　　　外部出資
　　その他固定資産
　　    資　　　産　　　合　　　計

23,768 ,291
146,863

48,406 ,740
169,720

282,597 ,080

72,491 ,614
355,088 ,694

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
負債の部
　流動負債
　固定負債
　　　　退職給付引当金
　　役員退任慰労引当金
純資産の部

　　　　　出資金
　　　利益剰余金
　　　資本準備金
　   負 債 及 び 純 資 産 合 計

21,106 ,676
1,456 ,249

148,412 ,400
104,566 ,276

5,751 ,044

73,796 ,049

22,562 ,925

258,729 ,720
355,088 ,694

●貸借対照表（令和5年3月31日現在）

単位：円

総

括

事

項

第27回

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
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　本
年
度
は
、
第
二
次
中
期
経
営
計
画

（
R
3
〜
R
7
）
の
三
年
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
引
続
き
以
下
の
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

一
、
地
域
の
森
林
管
理
方
針（
長
期
ビ
ジ
ョ

　
　ン
）に
基
づ
く
持
続
可
能
な
林
業
経
営

二
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な

　
　森
林
整
備
の
推
進

三
、
地
域
材
の
利
用
促
進

四
、
人
材
の
育
成
及
び
確
保

五
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の
確
立

　ま
た
、
令
和
三
年
度
に
策
定
し
た

『
J
F
o
r
e
s
t
出
羽
庄
内
森
林
組
合

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
』の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
地

域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経

営
の
更
な
る
発
展
』
の
実
現
に
向
け
、
以

下
の
課
題
に
取
組
み
ま
す
。

一
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

二
、
働
く
人
の
所
得
向
上
・
就
業
環
境
改

　
　善

　

三
、
事
業
拡
大
・
経
営
の
安
定
化

　さ
ら
に
、
令
和
六
年
度
か
ら
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税

が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
鶴
岡
市
、
庄
内
町
で

は
こ
の
財
源
を
基
に
既
に
新
た
な
森
林
経

営
管
理
制
度
や
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

を
行
っ
て
お
り
、
組
合
で
も
そ
の
推
進
に

協
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
依
然
と
し
て
社

会
・
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る
情
勢
や
急

激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
、
森
林
・

林
業
を
取
巻
く
環
境
は
複
雑
さ
を
増
し
て

い
ま
す
が
、
組
合
組
織
の
充
実
強
化
を
図

り
、
収
益
性
の
向
上
及
び
経
営
の
安
定
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
支
援
・
ご
指

導
並
び
に
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
の
配
布
等

に
よ
り
広
く
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
座
談
会
や
研
修
会
を
開
催
し

山
林
へ
の
意
識
拡
大
を
図
る
。

二
、
組
合
員
の
一
日
研
修
視
察
を
実
施
し
、

組
合
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
見

聞
を
広
め
る
。

三
、
森
林
巡
視
活
動
と
路
網
点
検
活
動
を

行
い
、
荒
廃
森
林
の
解
消
に
努
め
る
。

四
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
提
案
型

集
約
化
施
業
の
推
進
を
図
る
。

五
、
役
職
員
、
技
術
作
業
員
の
資
質
向
上

及
び
労
働
安
全
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
を
高
め
る
た
め
、
研
修
会
、

講
習
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
。

六
、
関
係
行
政
機
関
が
実
施
す
る
「
森
林

経
営
管
理
制
度
」
の
取
組
み
へ
協
力

す
る
。

七
、
組
合
員
の
た
め
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
等
の

研
修
会
や
相
談
会
の
定
期
的
な
開
催

八
、
自
伐
林
家
が
実
施
す
る
搬
出
間
伐
等

へ
協
力
す
る
。

九
、
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
達
成
に
協
力
す
る
。

十
、
組
合
員
台
帳
の
整
理

一
、
林
産
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
、

情
報
収
集
を
十
分
に
行
い
採
算
に
見

合
う
事
業
を
行
う
。

二
、
施
業
の
集
約
や
路
網
整
備
を
図
り
、

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
低
コ

ス
ト
生
産
に
努
め
る
。

三
、
系
統
や
業
界
等
と
連
携
し
、
適
格
な

市
場
を
把
握
し
適
正
販
売
に
努
め
る
。

四
、
各
種
製
材
工
場
等
へ
の
木
材
供
給
を

行
い
、
更
な
る
地
域
材
の
利
用
拡
大

に
努
め
る
。

五
、
従
業
員
の
技
術
向
上
を
図
り
、
安
全

作
業
、
低
コ
ス
ト
作
業
に
努
め
る
。

指

導

部

門

販

売

部

門

加

工

部

門

森
林
整
備
部
門

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

組合員のための相談会の開催について組合員のための相談会の開催について
　組合では‘組合員のための相談会’を実施しています。今年度も下記の日程で開催しますので、
出席される方は事前に住所、氏名、相談内容を組合本所までご連絡願います。

《 開 催 日 程 及 び 開 催 場 所 》
● 7月　７ /14㈮  PM1：30～  組合本所 水沢字山之腰31-1 　　☎0235-35-2515

● 8月　８ / １ ㈫  PM1：30～  立川出張所 庄内町狩川字堅田20-2 　　☎0234-56-2020
  ８ /18㈮  PM1：30～  朝日出張所 下名川字落合3  　　☎0235-53-2155

● 9月　９ / １ ㈮  PM1：30～  組合本所
　　　　９ /15㈮  PM1：30～  立川出張所

●10月　10/ 2 ㈪  PM1：30～  朝日出張所
　　　　10/16㈪  PM1：30～  組合本所

●11月　11/ 1 ㈬  PM1：30～  立川出張所
　　　　11/15㈬  PM1：30～  朝日出張所

●12月　12/ 1 ㈮  PM1：30～  組合本所
　　　　12/15㈮  PM1：30～  立川出張所

‘ 自伐林家を支援します ’

1. 指定工場
　　⑴ 鶴岡市下山添字庄南 45-3　「羽越木材協同組合」　☎0235-78-7252
　　⑵ 鶴岡市田代字広瀬 16-2　　「㈱渡会電気土木」　　☎0235-57-4778
2. 木材の規格及び入庫日等
　　⑴ 羽越木材協同組合鶴岡工場
　　　　①スギ丸太 3.05 ～ 3.10m（末口 16cm ～ 34cm ラミナ材）
　　　　②バイオ、チップ材等（根曲がり材含む。）
　　　　　　※スギラミナ材等は工場の検品を受け、双方で合意願います。
　　⑵ ㈱渡会電気土木田代工場及び立川工場
　　　　①バイオ、チップ材等（根曲がり材含む。）
　　⑶ 入庫日及び入庫許可書等
　　　　①入庫日は、事前に指定工場に連絡願います。
　　　　②入庫は、自己所有車での運搬となり、事前に組合が発行した「入庫許可書」の提示が必要です。
　　　　③運搬中の事故は、自己責任となります。
3. 買取価格と代金清算等
　　⑴ 買取価格　販売を希望される組合員にお知らせします。
　　⑵ 代金清算　木材代金は、指定工場から森林組合に入金後に組合手数料及び振込手数料を差引いて組
　　　 　　　　　合員にお支払いします。
4. 申請の手続き等
　　⑴ 販売を希望される組合員は、木材を販売する１か月前までに「自伐林家登録申込書」を組合に提出
　　　 して下さい。
　　⑵ なお、山林の伐採は森林法に基づく伐採届が必要となりますのでご注意願います。
5. 支援の流れ

　組合では、令和２年度から組合員が自己所有林を伐採し自分で木材を指定された工場に
運搬・販売することに支援しています。これまで述べ６名の方が当制度を利用しています。

組
合
へ
事
前
登
録

持
込
許
可
書
の
発
行

入
庫
・
計
量

確
認
書
の
発
行

組
合
に
代
金
入
金

指
定
口
座
に
入
金

一
、
木
造
公
共
施
設
の
建
設
等
、
地
域
材

の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
。

二
、
建
設
等
公
共
事
業
へ
積
極
的
に
参
入

し
、
地
域
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

三
、
つ
る
お
か
住
宅
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
、
各
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

事
業
拡
大
に
努
め
る
。

一
、
関
係
機
関
団
体
等
と
連
携
し
、
各
種

補
助
事
業
を
取
り
入
れ
て
森
林
整
備

を
推
進
す
る
。

二
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の
年
間
稼
働
率

の
向
上
を
図
り
、
コ
ス
ト
削
減
・
安

全
作
業
に
努
め
る
。

三
、
高
性
能
林
業
機
械
の
リ
ー
ス
等
の
支

援
制
度
を
活
用
し
コ
ス
ト
の
低
減
に

努
め
る
。

四
、
伐
採
跡
地
の
再
造
林
の
推
進
に
努
め

る
。

五
、
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
、
松
く
い

虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
に
努
め
、
被

害
拡
大
を
防
ぐ
。

六
、
購
買
事
業
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

努
め
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
。

七
、
新
規
事
業
開
拓
に
努
め
、
各
事
業
の

拡
大
を
図
る
。
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　本
年
度
は
、
第
二
次
中
期
経
営
計
画

（
R
3
〜
R
7
）
の
三
年
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
引
続
き
以
下
の
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

一
、
地
域
の
森
林
管
理
方
針（
長
期
ビ
ジ
ョ

　
　ン
）に
基
づ
く
持
続
可
能
な
林
業
経
営

二
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な

　
　森
林
整
備
の
推
進

三
、
地
域
材
の
利
用
促
進

四
、
人
材
の
育
成
及
び
確
保

五
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の
確
立

　ま
た
、
令
和
三
年
度
に
策
定
し
た

『
J
F
o
r
e
s
t
出
羽
庄
内
森
林
組
合

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
』の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
地

域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経

営
の
更
な
る
発
展
』
の
実
現
に
向
け
、
以

下
の
課
題
に
取
組
み
ま
す
。

一
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

二
、
働
く
人
の
所
得
向
上
・
就
業
環
境
改

　
　善

　

三
、
事
業
拡
大
・
経
営
の
安
定
化

　さ
ら
に
、
令
和
六
年
度
か
ら
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税

が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
鶴
岡
市
、
庄
内
町
で

は
こ
の
財
源
を
基
に
既
に
新
た
な
森
林
経

営
管
理
制
度
や
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

を
行
っ
て
お
り
、
組
合
で
も
そ
の
推
進
に

協
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
依
然
と
し
て
社

会
・
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る
情
勢
や
急

激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
、
森
林
・

林
業
を
取
巻
く
環
境
は
複
雑
さ
を
増
し
て

い
ま
す
が
、
組
合
組
織
の
充
実
強
化
を
図

り
、
収
益
性
の
向
上
及
び
経
営
の
安
定
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
支
援
・
ご
指

導
並
び
に
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
の
配
布
等

に
よ
り
広
く
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
座
談
会
や
研
修
会
を
開
催
し

山
林
へ
の
意
識
拡
大
を
図
る
。

二
、
組
合
員
の
一
日
研
修
視
察
を
実
施
し
、

組
合
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
見

聞
を
広
め
る
。

三
、
森
林
巡
視
活
動
と
路
網
点
検
活
動
を

行
い
、
荒
廃
森
林
の
解
消
に
努
め
る
。

四
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
提
案
型

集
約
化
施
業
の
推
進
を
図
る
。

五
、
役
職
員
、
技
術
作
業
員
の
資
質
向
上

及
び
労
働
安
全
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
を
高
め
る
た
め
、
研
修
会
、

講
習
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
。

六
、
関
係
行
政
機
関
が
実
施
す
る
「
森
林

経
営
管
理
制
度
」
の
取
組
み
へ
協
力

す
る
。

七
、
組
合
員
の
た
め
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
等
の

研
修
会
や
相
談
会
の
定
期
的
な
開
催

八
、
自
伐
林
家
が
実
施
す
る
搬
出
間
伐
等

へ
協
力
す
る
。

九
、
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
達
成
に
協
力
す
る
。

十
、
組
合
員
台
帳
の
整
理

一
、
林
産
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
、

情
報
収
集
を
十
分
に
行
い
採
算
に
見

合
う
事
業
を
行
う
。

二
、
施
業
の
集
約
や
路
網
整
備
を
図
り
、

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
低
コ

ス
ト
生
産
に
努
め
る
。

三
、
系
統
や
業
界
等
と
連
携
し
、
適
格
な

市
場
を
把
握
し
適
正
販
売
に
努
め
る
。

四
、
各
種
製
材
工
場
等
へ
の
木
材
供
給
を

行
い
、
更
な
る
地
域
材
の
利
用
拡
大

に
努
め
る
。

五
、
従
業
員
の
技
術
向
上
を
図
り
、
安
全

作
業
、
低
コ
ス
ト
作
業
に
努
め
る
。

指

導

部

門

販

売

部

門

加

工

部

門

森
林
整
備
部
門

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

組合員のための相談会の開催について組合員のための相談会の開催について
　組合では‘組合員のための相談会’を実施しています。今年度も下記の日程で開催しますので、
出席される方は事前に住所、氏名、相談内容を組合本所までご連絡願います。

《 開 催 日 程 及 び 開 催 場 所 》
● 7月　７ /14㈮  PM1：30～  組合本所 水沢字山之腰31-1 　　☎0235-35-2515

● 8月　８ / １ ㈫  PM1：30～  立川出張所 庄内町狩川字堅田20-2 　　☎0234-56-2020
  ８ /18㈮  PM1：30～  朝日出張所 下名川字落合3  　　☎0235-53-2155

● 9月　９ / １ ㈮  PM1：30～  組合本所
　　　　９ /15㈮  PM1：30～  立川出張所

●10月　10/ 2 ㈪  PM1：30～  朝日出張所
　　　　10/16㈪  PM1：30～  組合本所

●11月　11/ 1 ㈬  PM1：30～  立川出張所
　　　　11/15㈬  PM1：30～  朝日出張所

●12月　12/ 1 ㈮  PM1：30～  組合本所
　　　　12/15㈮  PM1：30～  立川出張所

‘ 自伐林家を支援します ’

1. 指定工場
　　⑴ 鶴岡市下山添字庄南 45-3　「羽越木材協同組合」　☎0235-78-7252
　　⑵ 鶴岡市田代字広瀬 16-2　　「㈱渡会電気土木」　　☎0235-57-4778
2. 木材の規格及び入庫日等
　　⑴ 羽越木材協同組合鶴岡工場
　　　　①スギ丸太 3.05 ～ 3.10m（末口 16cm ～ 34cm ラミナ材）
　　　　②バイオ、チップ材等（根曲がり材含む。）
　　　　　　※スギラミナ材等は工場の検品を受け、双方で合意願います。
　　⑵ ㈱渡会電気土木田代工場及び立川工場
　　　　①バイオ、チップ材等（根曲がり材含む。）
　　⑶ 入庫日及び入庫許可書等
　　　　①入庫日は、事前に指定工場に連絡願います。
　　　　②入庫は、自己所有車での運搬となり、事前に組合が発行した「入庫許可書」の提示が必要です。
　　　　③運搬中の事故は、自己責任となります。
3. 買取価格と代金清算等
　　⑴ 買取価格　販売を希望される組合員にお知らせします。
　　⑵ 代金清算　木材代金は、指定工場から森林組合に入金後に組合手数料及び振込手数料を差引いて組
　　　 　　　　　合員にお支払いします。
4. 申請の手続き等
　　⑴ 販売を希望される組合員は、木材を販売する１か月前までに「自伐林家登録申込書」を組合に提出
　　　 して下さい。
　　⑵ なお、山林の伐採は森林法に基づく伐採届が必要となりますのでご注意願います。
5. 支援の流れ

　組合では、令和２年度から組合員が自己所有林を伐採し自分で木材を指定された工場に
運搬・販売することに支援しています。これまで述べ６名の方が当制度を利用しています。

組
合
へ
事
前
登
録

持
込
許
可
書
の
発
行

入
庫
・
計
量

確
認
書
の
発
行

組
合
に
代
金
入
金

指
定
口
座
に
入
金

一
、
木
造
公
共
施
設
の
建
設
等
、
地
域
材

の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
。

二
、
建
設
等
公
共
事
業
へ
積
極
的
に
参
入

し
、
地
域
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

三
、
つ
る
お
か
住
宅
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
、
各
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

事
業
拡
大
に
努
め
る
。

一
、
関
係
機
関
団
体
等
と
連
携
し
、
各
種

補
助
事
業
を
取
り
入
れ
て
森
林
整
備

を
推
進
す
る
。

二
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の
年
間
稼
働
率

の
向
上
を
図
り
、
コ
ス
ト
削
減
・
安

全
作
業
に
努
め
る
。

三
、
高
性
能
林
業
機
械
の
リ
ー
ス
等
の
支

援
制
度
を
活
用
し
コ
ス
ト
の
低
減
に

努
め
る
。

四
、
伐
採
跡
地
の
再
造
林
の
推
進
に
努
め

る
。

五
、
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
、
松
く
い

虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
に
努
め
、
被

害
拡
大
を
防
ぐ
。

六
、
購
買
事
業
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

努
め
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
。

七
、
新
規
事
業
開
拓
に
努
め
、
各
事
業
の

拡
大
を
図
る
。
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一
、
組
合
員
名
義
、
山
林
面
積
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
届
に
つ
い
て

二
、
賦
課
金
の
納
付
に
は
、
便
利
な

　
　
口
座
振
替
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
相
続
や
売
買
に
よ
り
山
林
の
所
有
者
や
所
有

面
積
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
組
合
員

か
ら
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
、
本
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
手
続
き
に
よ
る
情
報
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
り
他
に
流
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　
手
続
き
用
紙
は
当
組
合
本
・
出
張
所
と
農
協
各

支
所
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

令
和
5
年
度
よ
り
口
座
振
替
分
の
領
収
書
の
発
行

は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
領
収
書
が
必
要
な
方
は

本
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
今
年
度
の
口
座
振
替
日
は
7
月

31
日（
月
）

に
な
り
ま
す
。

　
8
月
13
日
〜
17
日
、
お
盆
休
み
の
為
、
事
務
所

休
業
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
山
で
あ
っ
て
も
、
森
林
を
伐
採
す
る
と

き
は
、
事
前
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
、
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
届
は
、
伐
採
を
始

め
る
90
日
〜
30
日
前
ま
で
に
森
林
が
あ
る
市
町
の

役
場
に
森
林
所
有
者
又
は
伐
採
作
業
者
が
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
鶴
岡
市
農
協
本
支
所

・
庄
内
た
が
わ
農
協
各
支
所

・
山
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お知らせお知らせ

‘JTの森鶴岡’森林保全活動
　5月20日森林公園いこいの村庄内で‘JTの
森鶴岡2023森林保全活動’が開催されました。
今回は一般企業、山大生、緑の少年団、地元ボ
ランティアなど合わせて140名が参加してクロ
マツ苗500本の植栽と木製防風柵20基の組立て
に汗を流しました。記念セレモニーでは3期15
年の長きにわたるJTの森づくりに対して市長
よりJT山形支社長へ感謝状が贈呈されました。

庄内農業高校職業説明会
　6月8日県立庄内農業高等学校で地元企業職
業説明会が開かれ当組合からも金子補佐と齋藤
係長が出席しました。1､2年生87名が体育館
に設置された20事業所のブースを5人前後のグ
ループで回りました。組合には4回計15名の生
徒が訪れ、地域産業や災害防止に対する林業の
重要な役割等について説明を受け将来の就職先
としての関心を深めてもらいました。

説明会の様子クロマツポット苗の植栽

労働安全大会の開催
　6月23日恒例の‘労働安全大会’を羽黒の月山ビジターセンターで開催しました。今回は庄内総合
支庁森づくり推進室の尾形補佐より「伐木競技によるチェンソー操作の技術向上」と題して競技を通
じたチェンソー操作の正確性と安全性等について講義を受けました。各班から選ばれた6名による丸
太を使った伐倒競技会が行われましたが審査の結果はやはり経験豊富な技術員に分があったようです。
また、午後からは労働安全推進員の任命式を行うとともに羽黒山神社において安全祈願を受けました。
今年１年も‘現場の安全を第一’に心がけて作業していきますので組合員の皆様のご支援・ご協力ど
うぞよろしくお願いします。

伐倒競技の様子 伐倒方向等の測定

地域座談会におけるアンケート調査結果(抜粋) 
　組合では２月20日から３月１日にかけて地域座談会を開催しました。96名の組合員から参加頂きアン
ケートを頂戴していますので、その一部を紹介します。なお、調査結果については、今後とも組合運営に
活かしていきたいと考えていますので、組合員各位のご理解、ご協力をお願いいたします。

① 森林・林業施策について国県等関係機関への要望活動を強力に進めるべき。
② 森林経営計画の進め方と実施状況の周知について。
③ 森林経営計画を作成していない区域への組合の取組を要望する。
④ 森林作業道で土砂崩れ等の自然災害があった場合、河川等への土砂の流失が心配される。
⑤ 宅地伐採の補助制度はないか。
⑥ 木材運搬車等が大型化しているので、林道や接続する農道等の拡幅工事が必要である。
⑦ 個人で整備している山林への支援策について（自伐林業)。
⑧ 国の新たな森林管理システムについて、早期に周知して欲しい。
⑨ 鶴岡地区等の地籍調査の未実施地区への早期の取組をお願いする。
⑩ 林道を開設した場合、排水施設をしっかり作らないと下流の川が荒廃する原因となる。
⑪ 森林環境税の使途として、林道等の維持管理経費として使用できるよう要望する。
⑫ 木造建築を進めるためには建築基準法等の改正が必要である。
⑬ 森林作業道開設後の維持管理について要望する。
⑭ 皆伐した場合、森林所有者へはどの程度の収入が見込めるか。
⑮ 組合員研修の場所として、森林整備した山の現地研修をしたらどうか。

○森林組合に期待すること（複数回答可）

○その他意見・要望等（主なもの）
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（単位：人）

山の施業提案
山の境界確認

負担金なしでの手入れ
負担金なしでの作業路開設

山を買ってほしい
補助金を多くほしい

賦課金をなくしてほしい
間伐材の還元金

林道等の維持管理
木質バイオマスの燃料供給

その他 鶴岡市農村センターにて
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重要な役割等について説明を受け将来の就職先
としての関心を深めてもらいました。

説明会の様子クロマツポット苗の植栽

労働安全大会の開催
　6月23日恒例の‘労働安全大会’を羽黒の月山ビジターセンターで開催しました。今回は庄内総合
支庁森づくり推進室の尾形補佐より「伐木競技によるチェンソー操作の技術向上」と題して競技を通
じたチェンソー操作の正確性と安全性等について講義を受けました。各班から選ばれた6名による丸
太を使った伐倒競技会が行われましたが審査の結果はやはり経験豊富な技術員に分があったようです。
また、午後からは労働安全推進員の任命式を行うとともに羽黒山神社において安全祈願を受けました。
今年１年も‘現場の安全を第一’に心がけて作業していきますので組合員の皆様のご支援・ご協力ど
うぞよろしくお願いします。
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ケートを頂戴していますので、その一部を紹介します。なお、調査結果については、今後とも組合運営に
活かしていきたいと考えていますので、組合員各位のご理解、ご協力をお願いいたします。

① 森林・林業施策について国県等関係機関への要望活動を強力に進めるべき。
② 森林経営計画の進め方と実施状況の周知について。
③ 森林経営計画を作成していない区域への組合の取組を要望する。
④ 森林作業道で土砂崩れ等の自然災害があった場合、河川等への土砂の流失が心配される。
⑤ 宅地伐採の補助制度はないか。
⑥ 木材運搬車等が大型化しているので、林道や接続する農道等の拡幅工事が必要である。
⑦ 個人で整備している山林への支援策について（自伐林業)。
⑧ 国の新たな森林管理システムについて、早期に周知して欲しい。
⑨ 鶴岡地区等の地籍調査の未実施地区への早期の取組をお願いする。
⑩ 林道を開設した場合、排水施設をしっかり作らないと下流の川が荒廃する原因となる。
⑪ 森林環境税の使途として、林道等の維持管理経費として使用できるよう要望する。
⑫ 木造建築を進めるためには建築基準法等の改正が必要である。
⑬ 森林作業道開設後の維持管理について要望する。
⑭ 皆伐した場合、森林所有者へはどの程度の収入が見込めるか。
⑮ 組合員研修の場所として、森林整備した山の現地研修をしたらどうか。
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庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　158㎥　買方　6人 販売量　989㎥　買方　11人

概　　　　要 販売量　598㎥　買方　22人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要） 天童共販所
　5/25に春季優良原木市を開催致しました。選木材を
約200本取り揃え、県内外から多数の入札の元ほぼ完
売となりました。
　中でも120年生、200年生の優良材には応札が集中し
60,000円／㎥を超える高額落札となった。
　一般材においても、4.00m、3.00m材共に良材を多数
取り揃え、中目～尺上材に幅広く応札がありました。
　これからは虫害が目立つ時期となりますので、ご出
荷の際は早めの運搬をよろしくお願い致します。

（市況概要） 庄内共販所
　5/18に春季優良原木市を開催致しました。
　高齢級材のスギを中心とした出材があり、出荷数量
は例年に比べ定尺一般材は減少しました。
　県内の買い方を中心に応札はあるものの、80年～
100年の選木材は堅調な荷動きに留まり、一般材は全
体的に引合いが非常に鈍く、販売量・価格ともに伸び
悩む状況となりました。
　3.00mの24㎝～34㎝が不足しております。
　出荷のご協力をお願いします。

Vol.
15

伊 藤 健 吾
（鶴岡市長崎）

34歳（林業歴 11年）
●今後の目標
　組合に入って5年になります。これからも豊かな
森林を次の世代に託せるよう良い森づくりを心掛け
ていきますのでよろしくお願いします。


